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令和８年度 千葉市防災会議 議事録 
 

１ 会議の名称 

  令和８年度 千葉市防災会議 

 

２ 開催日時 

  令和８年５月２９日（金） 午前１０時００分～午前１１時００分 

 

３ 会議の方法 

  対面及びＷＥＢ会議（ＺＯＯＭ） 

 

４ 開催場所 

  千葉市役所高層棟３階 危機管理センター内 関係機関調整室 

 

５ 出席委員等 

（１）出席委員４８名（別表のとおり） 

（２）事務局 

   平田危機管理部長、中野危機管理課長、西井防災対策課長 

（３）その他 

   聴講・随行者１６名 

   傍聴者２名 

 

６ 議題 

  千葉市地域防災計画及び千葉市水防計画の修正について 

 

７ 議事の概要 

  議題について、事務局から資料を用いて委員に説明を行い、原案のとおり承認された。 

 

８ 会議の経過 

（１）開催【平田危機管理部長】 

皆さまおはようございます。定刻となりましたので、ただ今から「令和８年度千葉市

防災会議」を開催いたします。 

本日、委員の皆様方には大変お忙しい中、本会議にご出席を賜り誠にありがとうござ

います。私は、全体進行を務めます危機管理部の平田と申します。よろしくお願いいた

します。 

はじめに、傍聴の皆様におかれましては、お配りしております傍聴要領をお読みにな

り、注意事項を守って傍聴をいただくようお願いいたします。 

本日の会議ですが、千葉市情報公開条例第２５条の規定により「公開」となっており

ます。 
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（２）会議の成立を確認【平田危機管理部長】 

本日、ウェブ参加委員を含めて４８名の委員にご出席いただいております。委員総数

７４名の半数を超える出席となりますので、千葉市防災会議運営要綱第３条第２項の

規定により本会議は成立しておりますことをご報告申し上げます。 

また、本来であれば本日ご出席の委員の皆様をご紹介すべきところですが、お時間の

関係もありますので、お手元に配布の出欠名簿をもちまして、ご紹介に代えさせていた

だきます。 

それでは、千葉市防災会議の会長であります神谷市長より、ご挨拶を申し上げます。 

（３）会長（市長）挨拶【神谷市長】 

ただいま紹介にあずかりました、千葉市長の神谷俊一でございます。 

本日は、本市の防災会議にご参集をいただきまして、誠にありがとうございます。関

係機関等の皆様におかれましては、日頃より防災行政のみならず、市政全般に当たり多

大なるご協力を賜り、重ねてお礼申し上げます。 

さて、今年もいよいよ出水期を迎え、風水害のリスクが高まる時期となります。台風

等の災害発生時には、市民の生命、身体、財産を守り、被害を最小限に抑えていく必要

があります。 

本市が令和６年度に実施した調査では、想定最大規模の高潮が発生した場合、中央区

と美浜区を中心とした広範囲で浸水が発生し、多くの方が避難を余儀なくされること

が明らかになりました。 

本市ではこれまで、台風接近時の「早期避難」と「分散避難」の必要性について周知

して参りましたが、今回の調査結果を踏まえ、本年度からは、より具体的な内容を盛り

込んだ「高潮避難計画」を策定し、さらなる周知に取り組んでいくこととしております。 

加えて、本日５月２９日より、気象庁による新しい防災気象情報の運用が開始されま

す。全国的に避難指示など防災情報の発令基準が変更されることとなり、本市もこれに

伴い、避難所の開設基準を見直すなど、必要な準備を進めて参りました。 

また、地震や津波に関しては、南海トラフ巨大地震や北海道・三陸沖後発地震、首都

直下地震といった大地震の切迫性が指摘されております。 

こうした中、千葉県においては、今月２６日に２０１６年以来となります地震被害想

定の更新を行い、公表されました。最新の知見を反映した独自の被害想定が示されてお

り、房総半島東方沖を震源とします地震では、その地域の沿岸部全域に津波が押し寄

せ、最大で約５万７千人が亡くなる可能性があるという、これまでにない被害想定が公

表されたところです。 

千葉市におきましても、こうした被害想定を重く受け止めまして、更なる防災減災対

策の充実に取り組んでいく必要があると考えております。 

昨年には、カムチャッカ半島沖地震に伴い、本市では約１０年振りとなる、津波注意

報が発表されましたが、この時の対応を踏まえ、庁内体制や市民の皆様への情報発信の

あり方について見直しを進めております。 

加えて、昨年度には９年振りとなる地震被害想定調査を行い、これに基づいた、防

災・減災対策の更なる強化を検討しているところでございます。 

こうした防災対策につきましては、皆様方との連携を図りながら、着実に推進してい
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きたいと考えていますので、市政に対する一層のご理解とご協力をいただけますよう、

お願い申し上げます。 

本日の会議では、近年の災害の状況などを踏まえた医療救護体制の見直しや福祉的

支援の充実など、地域防災計画の修正案について、防災会議委員の皆様の豊富な知見に

基づく多様なご意見を頂戴し、より実効性のある計画としたいと考えております。 

本市の防災力を高めるためには、市民の皆様による自助・共助の取り組みの強化、そ

して、本日お集りいただいた関係機関の皆様との連携強化が非常に重要となります。 

引き続きご支援、ご協力を賜りたいと考えておりますので、本日の私どもの説明に関

しましても、忌憚の無いご意見をお寄せいただき、有意義な会議となれば幸いでござい

ます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

（４）議題と会長による議事進行について説明【平田危機管理部長】 

それでは、議事に入らせていただきます。本日は議題１件を予定しております。 

議事の進行につきましては、千葉市防災会議運営要綱第３条第１項の規定により、会

長であります神谷市長が議長を務めさせていただきます。 

神谷市長よろしくお願いいたします。 

（５）議事の進行【神谷市長】 

それでは、千葉市防災会議運営要綱第３条の規定に従いまして、議長を務めさせてい

ただきますので、議事の進行をさせていただきます。 

はじめに、議題の「千葉市地域防災計画及び千葉市水防計画の修正について」事務局

から説明をしてください。 

（６）議題の説明【中野危機管理課長】 

それでは事務局からご説明いたします。私は千葉市危機管理課長の中野と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

資料１「令和８年度千葉市防災会議説明資料」の１ページをご覧ください。計画の修

正概要の説明に入る前に、まずは「１ 計画の構成」についてご説明いたします。 

千葉市地域防災計画は、災害対策基本法に基づきまして、本市の災害対応の基本的か

つ総合的な計画として、この防災会議が作成する計画となっています。 

計画は、各災害種別に共通した、「共通編」、こちらは、災害の予防対策と復旧対策を

まとめております。災害発生後の応急活動につきましては、「災害応急対策編」、関連す

る参考資料をとりまとめました「共通資料編」の３編から構成されております。 

さらに、「災害応急対策編」は災害種別で整理しており、地震対策計画、風水害対策

計画、大規模事故災害対策計画から構成されております。 

また、国の「防災基本計画」、「千葉県地域防災計画、水防計画」、本市の総合計画で

ある「千葉市基本計画」と整合を図るとともに、その内容は部門計画や対応マニュアル

に反映されております。 

具体的には、本市の各部署で作成している対応マニュアルのほか、防災関係機関別の

計画やマニュアル、また、業務・対策別の部門計画、例えば、本日ご審議いただく予定

の水防計画などに反映されております。 

２ページをご覧ください。 
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「２ 令和８年度千葉市地域防災計画の修正」についてです。 

「主な修正項目」といたしましては、「（１）気象庁による新たな防災気象情報の運用

開始に伴う避難指示基準等の見直し」、「（２）津波注意報における体制等の見直し」、

「（３）大規模災害時の医療救護体制の見直し」、「（４）国の防災基本計画修正に伴う被

災者に対する福祉的支援等の充実化等の見直し」、「（５）千葉県の地域防災計画修正に

伴う「フェーズフリー」の推進等の見直し」、「（６）その他時点修正等」の６項目とな

ります。 

なお、計画の修正にあたりましては、事前に防災会議の幹事の方々に対しまして、計

画修正案に対する意見照会をさせていただいており、本日ご説明するのは、そのご意見

を踏まえた内容となっております。 

３ページをご覧ください。 

「（１）気象庁による新たな防災気象情報の運用開始に伴う避難指示基準等の見直し」

についてご説明いたします。 

本日、５月２９日から運用開始となります新たな防災気象情報を計画に反映いたし

ます。新たな防災気象情報のポイントといたしまして、１点目は、資料の表のとおり、

「河川氾濫」、「大雨」、「土砂災害」、「高潮」の４種類の情報が、レベル１からレベル５

までの５段階の警戒レベルにあわせて発表されます。 

なお、千葉市には１級河川などはないため、「河川氾濫」の防災気象情報としては発

表されず、市内の河川は「大雨」の防災気象情報として発表されます。 

２点目が、市が発令する避難指示基準となります、レベル４の「危険警報」が新設と

なること、３点目が、名称そのものにレベルの数字を付けて発表されることとなりま

す。 

４ページをご覧ください。 

新しい防災気象情報のポイントの４点目となりますが、前日に警報等の見通しが「時

系列情報」として発表されることになります。 

市では、この「時系列情報」に基づいて、必要な対応を検討、実行する時間が確保さ

れますので、これまで以上に、迅速かつ適切に事前対策をとることが可能となります。 

５ページをご覧ください。 

「イ 避難指示基準等の見直し」についてです。 

市民の皆様に避難指示等を発令することは、市の責務となりますが、今回の新たな防

災気象情報の運用開始を踏まえ、これらの基準などについて見直しを行います。 

まずは①、資料に記載のとおり、１２の河川が「レベル４大雨危険警報」の対象とな

ったことから、これら河川を対象に避難指示等を発令することといたします。 

これまでは、本市においては、都川及び村田川の水位基準に基づきまして、避難指示

等を発令しておりましたが、これからは、これらの水位基準に加えまして、１２河川を

対象に「レベル４大雨危険警報」が発表された場合につきましても、避難指示等を発令

し、浸水が予測される地域周辺の避難所を開設することといたします。 

また、本市はこれまで河川全域を対象に避難指示等を発令しておりましたが、新たな

防災気象情報に基づき、危険な地域に絞って避難指示等を発令するという観点から、河

川が広域に渡る、都川、村田川及び花見川につきましては、上流と下流に地域を分けて
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避難指示等を発令することといたします。 

なお、これにつきましては、市のマニュアルに反映したうえで、運用を行って参りま

す。 

６ページをご覧ください。 

②、「時系列情報」に基づきまして、災害発生のおそれがある前日に市の災害対策本

部を設置し、避難指示等の発令及び避難所の開設を行うことを計画に明記いたします。 

「時系列情報」において、翌日の夜間に危険（紫色の表示）が発表された場合には、

安全に避難等を行うため、前日に市の災害外対策本部を設置いたしまして、避難所開設

等の事前対策を実施いたします。 

７ページをご覧ください。 

「（２）津波注意報における体制等の見直し」についてです。 

昨年、７月３０日に発生いたしましたカムチャツカ半島付近の地震では、本市を含む

東京湾内湾で、津波注意報が発表されましたが、その際、学校や保育施設等の対応に相

違が生じておりました。 

具体的には、一部施設において、近隣の学校への避難や、上階への垂直避難が行われ

ておりましたが、津波注意報における浸水想定エリアは海岸付近のみで、陸域には浸水

しないこととなっておりましたが、この浸水想定の周知について課題があることがわ

かりました。 

これを受けて、体制等の見直しを行うものでございます。 

まずは、「ア 庁内体制の見直し」として、津波注意報発表時に所管施設への対応を

行うため、保健福祉局及びこども未来局の参集について明記を行います。 

また、「イ 市民周知の強化」として、津波注意報・警報の際のそれぞれの浸水想定

区域や、台風等に伴い発生します高潮との避難の考え方の違い等につきまして、学校な

どの施設や市民への周知を強化することを明記いたします。 

８ページをご覧ください。 

「（３）大規模災害時の医療救護体制の見直し」についてです。 

保健・医療・福祉の連携等を図るため、本市の体制といたしまして、これまでの医療

対策本部に代わりまして、市の保健福祉局内に保健医療福祉調整本部を設置いたしま

す。 

「イ 救護所の設置方針の見直し」については、発災後おおむね７２時間以内に、軽

傷者用救護所を市の総合保健医療センターに優先的に設置することを明記いたします。 

「ウ 市外の医療活動チームの積極的な受け入れ」については、市外の医療活動チー

ムを積極的に受け入れて、避難所等における医療救護活動を実施することについて記

載します。 

９ページをご覧ください。 

昨年７月に行われました、「国の防災基本計画修正に伴う被災者に対する福祉的支援

等の充実化等の見直し」についてです。 

まずは「ア 被災者に対する福祉的支援等の充実化」として、高齢者等の要配慮者や

在宅避難者など多様な支援ニーズに対応するため、災害救助法の救助の種類に福祉サ

ービスの提供が追加されたことを計画に記載するとともに、被災者の援護に協力する
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ＮＰＯ・ボランティア団体等を国が登録・データベース化する制度を活用し、平時から

の連携強化を盛り込みます。 

「イ 避難生活における生活環境確保に係る取組の充実化」としては、快適なトイ

レ、し尿処理、健康のための入浴施設の状況把握を行い、必要な対策を実施していくこ

を明記いたします。 

１０ページをご覧ください。 

国の防災基本計画修正に伴う見直しの「ウ 罹災証明書の発行体制の整備」について

ですが、不動産鑑定士等の士業団体等との応援協定の締結、応援受け入れ体制の構築な

ど、罹災証明書の交付に必要な業務の実施体制の整備について計画に位置付けます。 

「エ インフラ・ライフラインの復旧迅速化、代替性の確保」についてです。能登半

島地震における課題として挙げられておりますが、最優先で普及すべき箇所の事前選

定等、上下水道一体での災害対応の実施について明記いたします。 

「オ 防災ＤＸの加速」についてですが、国の新総合防災情報システム、ＳＯＢＯ－

ＷＥＢや、新物資システム「Ｂ－ＰＬｏ」について、研修・訓練等の実施による利活用

促進について記載します。 

１１ページをご覧ください。 

（５）、令和８年３月に行われました、千葉県の地域防災計画修正に伴う「フェーズ

フリー」の推進等の見直しについてです。平時と災害時を問わず、施設や物品等を活用

する「フェーズフリー」を推進することを明記するとともに、指定地方行政機関の追加

等に伴う修正を行います。 

１２ページをご覧ください。 

「３ 令和８年度千葉市水防計画の修正」となります。 

まず、「（１）水防法に基づく雨水出水浸水想定区域の指定」についてです。令和８年

３月に本市が指定・公表いたしました、概ね１０００年に１度起こりうる降雨により、

既存の排水施設で処理しきれない内水が氾濫した場合の雨水出水浸水想定区域につい

て記載します。 

「（２）気象庁による新たな防災気象情報の運用開始に伴う修正」についてですが、

気象庁ホームページの名称変更を反映したいします。 

１３ページをご覧ください。 

「４ パブリックコメント手続の結果概要」についてご説明いたします。 

対象施策は、ただいまご説明いたしました、地域防災計画（案）と水防計画（案）で、

期間は、本年２月２０日から３月２３日までとなります。 

１４ページをご覧ください。 

「募集結果」といたしまして、お１人から２件のご意見をいただきました。「意見の

内訳」といたしましては、「地震対策計画」が２件となっております。 

いただいたご意見の「反映状況」につきましては、「修正案へ反映する意見」が２件、

この２件は、各章の構成等の軽微な修正となっております。 

なお、パブリックコメントの詳細につきましては、本日、お配りしております、資料

３に記載してありますので、後ほどご確認ください。 

また、提出された「意見の概要」と「意見に対する本市の考え方」につきましては、
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本市のホームページにおいて公表いたします。 

１５ページをご覧ください。 

「５ 防災・減災対策検討部会の開催について」ご報告いたします。 

昨年１２月１６日に、千葉市防災アセスメント調査と、国土強靭化地域計画の進捗状

況及び改定を議題として部会を開催しております。 

部会では、調査で災害関連死を推計する際、過去の複数事例を参考にするべき、調査

項目に液状化に伴う噴砂に関することを追加する必要がある、施設の改修等の際には

防災資機材の保管を考慮するのが望ましいなど、様々なご意見をいただいております。 

これらご意見につきましては、防災アセスメント調査に取り入れたほか、今後の対策

の参考とさせていただきます。 

また、本年１１月頃には、国土強靱化地域計画の進捗状況等につきまして、部会を開

催する予定となっております。 

１６ページをご覧ください。 

最後に、「６ 今後のスケジュールについて」です。 

本日の審議結果を踏まえまして、６月に「県への改正の報告、公表」、７月からは「共

通資料編の修正」を行いたいと考えております。また、７月には、千葉市防災アセスメ

ント調査として、地震被害想定調査の見直し結果の公表を予定しており、調査結果の公

表後には、改めて地域防災計画の修正を予定しております。 

事務局からの説明は以上となります。ご審議よろしくお願いいたします。 

 

（７）議題に関する意見等の確認【神谷市長】 

ただいまの事務局の説明について、委員の皆様からご意見・ご質問等がございました

らお願いいたします。 

（８）議題に関する委員からの意見 

（出席者からの発言なし） 

（９）原案の承認【神谷市長】 

ご質問等ないようでございますので、議題につきましては原案のとおり決定するこ

とにご異議ございませんでしょうか。 

（出席者からの発言なし） 

異議なしということでございますので、本日の議題である「千葉市地域防災計画及び

千葉市水防計画の修正について」は、原案のとおり決定とさせていただきます。 

なお、本日の会議の議事録の作成につきましては、事務局および会長の私にご一任い

ただければと思います。 

以上で、千葉市防災会議の議事進行を終了させていただきます。円滑な議事の進行に

ご協力いただきまして、ありがとうございました。 

それでは進行を事務局にお返しいたします。 

（１０）閉会【平田危機管理部長】 

これまでご審議いただきましてありがとうございました。 

本市の地域防災計画および水防計画につきましては、今後も本市の防災アセスメン

ト調査の結果や、国、千葉県の動向などを踏まえながら修正を進めてまいりますので、
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引き続きご意見・ご指導等を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

以上をもちまして、令和８年度千葉市防災会議を終了いたします。 

ありがとうございました。 

 



 

（別表） 

令和８年千葉市防災会議（令和８年５月２９日）出席者名簿 

 

会長 千葉市長 神谷 俊一                               （敬称略） 

№ 
条例第３条 

第５項の区分 
機関名 職名 氏名 備考 

1 

指定地方行政 

機関の職員 

関東財務局千葉財務事務所 所長 （欠席）  

2 関東農政局千葉県拠点 地方参事官 阿部 知康 Web参加 

3 関東運輸局千葉運輸支局 支局長 （欠席）  

4 
第三管区海上保安本部 

千葉海上保安部 
千葉海上保安部長 市山 卓己  

5 銚子地方気象台 気象台長  小野沢 和博  

6 
関東地方整備局 

千葉国道事務所 
事務所長 堤 啓 Web参加 

7 千葉労働基準監督署 署長 塩田 康夫  

8 

千葉県知事の 

部内の職員 

千葉県防災危機管理部 次長 豊田 和広  

9 千葉県千葉土木事務所 所長 上野 兼通  

10 千葉県千葉港湾事務所 所長 （欠席）  

11 千葉県企業局千葉水道事務所 所長 三橋 康夫  

12 

千葉県警察官 

千葉県警察 千葉市警察部長 粕谷 高弘  

13 千葉県警察 千葉中央警察署長 （欠席）  

14 千葉県警察 千葉東警察署長 （欠席）  

15 千葉県警察 千葉西警察署長 （欠席）  

16 千葉県警察 千葉南警察署長 （欠席）  

17 千葉県警察 千葉北警察署長 （欠席）  

18 

市長の部内の 

職員 

千葉市 副市長 那須 一恵  

19 千葉市 副市長 橋本 直明  

20 千葉市 危機管理監 相楽 俊洋  

21 千葉市 総合政策局長 藤代 真史  

22 千葉市 総務局長 中尾 嘉之  

23 千葉市 財政局長 勝瀬 光一郎  

24 千葉市 市民局長 市倉 秀子 Web参加 

25 千葉市 保健福祉局長 秋幡 浩明 Web参加 

26 千葉市 こども未来局長 大町 克己 Web参加 

27 千葉市 環境局長 （欠席）  

28 千葉市 経済農政局長 安部 浩成 Web参加 

29 千葉市 都市局長 鹿子木 靖 Web参加 

30 千葉市 建設局長 山田 裕之 Web参加 

31 千葉市 水道局長 日暮 秀訓 Web参加 



 

№ 
条例第３条 

第５項の区分 
機関名 職名 氏名 備考 

32 

市長の部内の 

職員 

千葉市 病院事業管理者 （欠席）  

33 千葉市 会計管理者 橋本 欣哉 Web参加 

34 千葉市 中央区長 髙石 憲一 Web参加 

35 千葉市 花見川区長 （欠席）  

36 千葉市 稲毛区長 青木 俊 Web参加 

37 千葉市 若葉区長 （欠席）  

38 千葉市 緑区長 寺﨑 勝宣 Web参加 

39 千葉市 美浜区長 大森 信人 Web参加 

40 教育長 千葉市教育委員会 教育長 鶴岡 克彦 Web参加 

41 消防長及び 

消防団長 

千葉市消防局 消防局長 （欠席）  

42 千葉市消防団 団長 中村 洋一 Web参加 

43 

指定公共機関 

又は 

指定地方公共 

機関の職員 

日本郵便株式会社 

千葉中央郵便局 
局長 （欠席）  

44 東日本旅客鉄道株式会社 
千葉統括センター 

副所長 
安東 史洋 Web参加 

45 ＮＴＴ東日本株式会社 
千葉事業部 

千葉支店長 
（欠席）  

46 日本赤十字社千葉県支部 事務局長 磯 則和  

47 日本放送協会千葉放送局 局長 臼坂 光二  

48 日本通運株式会社千葉支店 次長 （欠席）  

49 
東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ株式会社 

千葉総支社 

執行役員 

千葉総支社長 
冥賀 雅弘  

50 東京ガス株式会社千葉支社 支社長 清田 修 Web参加 

51 
大多喜ガス株式会社 

供給部千葉事業所 
所長 市川 雅之 Web参加 

52 
東日本高速道路㈱関東支社 

千葉管理事務所 
所長 （欠席）  

53 京成電鉄株式会社 京成千葉駅長 （欠席）  

54 千葉都市モノレール株式会社 常務取締役 水間 明宏  

55 
一般社団法人 

千葉県トラック協会 
専務理事 （欠席）  

56 一般社団法人千葉県バス協会 専務理事 （欠席）  

57 千葉テレビ放送株式会社 報道局長 福島 浩之 Web参加 

58 株式会社ベイエフエム 
執行役員 

本社営業局長 
（欠席）  

59 
公益社団法人 

千葉県ＬＰガス協会 
会長 小倉 晴夫 Web参加 

60 公益社団法人千葉県看護協会 専務理事 金子 恵子 Web参加 



 

№ 
条例第３条 

第５項の区分 
機関名 職名 氏名 備考 

61 

自主防災組織を 

構成する者又は 

学識経験のある者 

国立大学法人千葉大学 教授 丸山 喜久 Web参加 

62 淑徳大学 総合福祉学部 教授 （欠席）  

63 
早稲田大学 

地域社会と危機管理研究所 
招聘研究員 （欠席）  

64 
社会福祉法人 

千葉市社会福祉協議会 
常務理事 富田 薫  

65 
ＳＬ災害ボランティアネット

ワーク・千葉市 
顧問 深味 肇  

66 
いずみ台ローズタウン自治会 

自主防災委員会 
南区長 宝井 薫子  

67 

その他市長が 

必要と認める者 

一般社団法人千葉市医師会 副会長 （欠席）  

68 陸上自衛隊高射学校 
高射教導隊 

本部管理中隊長 
佐藤 郁人  

69 千葉市町内自治会連絡協議会 会員 久保田 寅英  

70 千葉商工会議所 アドバイザー 國方 俊治  

71 
一般社団法人 

千葉市歯科医師会 
会長 斉藤 浩司 Web参加 

72 一般社団法人千葉市薬剤師会 理事 （欠席）  

73 
一般社団法人 

千葉市建設業協会 
防災担当副会長 （欠席）  

74 千葉市女性団体連絡会 会長 片桐 美和子  

 

 


